
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
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第1330号  9.15
毎月1日・15日発行 

2020
令和2年 

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）令和2年9月1日現在
（  3人減）91,981人人口
（36人減）46,250人男
（33人増）45,731人女
（2世帯増）41,067世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

　
（3）

民生・児童委員は
地域の身近な相談相手です主

な
記
事

（5）ご協力ください　国勢調査
　

（7）
東京ヴェルディ

ホームタウンデー
（8）いなぎ農業ふれあい塾

子どもを始めとする歩行者の安全と自転車の安全利用の確保
　道路でのスケートボードやボール遊びは道路交通法で禁止されており、道路利用
者にとって大変危険です。道路で遊ぶことは絶対にやめましょう。
　都では、自転車を利用する方の対人賠償保険への加入が義務化されています。万
が一の交通事故に備えて保険に加入しましょう。

高齢運転者等の安全運転の励行
　自動車運転の際は、加齢に伴う身体機能の変化を考慮し、スピードを控えたゆと
りある運転をしましょう。
　都では、アクセルとブレーキの踏み間違い時に安全を確保する安全運転支援装置の
購入設置の補助を行っています。詳細は「東京都都民安全推進本部」�をご覧ください。

夕暮れ時と夜間の交通事故防止と飲酒運転等の危険運転の防止
　日没時間が早くなり、夕暮れ時などの重大事故が増加する傾向にあります。明る
い服装や反射材を身に着ける等、ドライバーに自分の存在をアピールしましょう。
　飲酒運転は犯罪です。飲酒運転の恐れのある人に車やお酒を提供する行為、飲酒
している人の運転する車に同乗する行為も罰せられます。

二輪車の交通事故防止
　車の間のすり抜けや無理な追い越しは大変危険です。絶対にやめましょう。
　ヘルメットのあごひもをしっかりと締めて、胸部・腹部を守るプロテクターを着
用しましょう。

親と子の交通安全フェスタ
■日9月22日（火・祝）
■時午前10時～正午
■場コーチャンフォー若葉
台店
■内パトカー・白バイの乗
車体験、ミニ信号機によ
る交通安全教室、シート
ベルトコンビンサーの乗
車体験、セーフティサポ
ートカーの乗車体験など

交通安全講習会（運転者向け）
■日■場9月24日（木）中央文化センター、9月25日（金）矢野口
自治会館
■時午後7時～8時
■講多摩中央警察署員
■定各30人（会場先着順）
　
※新型コロナウイルス感染症対策のため、参加する際には、
マスク等を着用し、体調不良時は参加を見合わせましょう。

秋秋のの全全国国交交通通安安全全運運動動
99月月2211日日（（月月・・祝祝））～～3300日日（（水水））

交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動のののののののののの重重重重重重重重重重点点点点点点点点点点交通安全運動の重点 交交交交交交交交交交通通通通通通通通通通安安安安安安安安安安全全全全全全全全全全運運運運運運運運運運動動動動動動動動動動のののののののののの各各各各各各各各各各行行行行行行行行行行事事事事事事事事事事交通安全運動の各行事

でで きき るる

でで きき なな いい

抱っこして乗ると、
子どもが危険！

抱っこして乗ると、
子どもが危険！

自転車に　　　  を乗せる　　　  を知っていますか？ 子ども ルール 自転車に　　　  を乗せる　　　  を知っていますか？ 自転車に　　　  を乗せる　　　  を知っていますか？ 子ども ルール 子ども ルール 

　子どもを抱っこして自転車に乗せることは法律で禁止されていま
す。幼児2人を自転車に乗せる場合は、「幼児2人同乗用自転車」を
使用するか、幼児1人を幼児用座席に乗せ、もう1人は子守バンド
を使用しておんぶしなければなりません。幼児3人以上を乗せるこ
とは禁止です。また、保護者は子どもにヘルメットをかぶせるよう
努めなければなりません。

前後に1人ずつ、おんぶ だっこ

前に1人、おんぶ

後ろに1人、おんぶ 前後なし、おんぶ

前後に1人ずつ

だっこ前後に1人ずつ、おんぶ

後ろに1人、おんぶ 前後なし、おんぶ

前後に1人ずつ 前に1人、おんぶ

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

▲セーフティサポートカー乗車
体験

子どもを乗せた自転車運転は、細やかなスピード調整が難しくバランス　子どもを乗せた自転車運転は、細やかなスピード調整が難しくバランス
を崩しやすいため、転倒の危険性が高くなります。
一番危険なのはお子さんです。ルールを守り慎重に運転しましょう。　一番危険なのはお子さんです。ルールを守り慎重に運転しましょう。
■問 管理課交通対策係、多摩中央警察署管理課交通対策係、多摩中央警察署　1042－375－0110

　子どもを乗せた自転車運転は、細やかなスピード調整が難しくバランス
を崩しやすいため、転倒の危険性が高くなります。
　一番危険なのはお子さんです。ルールを守り慎重に運転しましょう。
■問管理課交通対策係、多摩中央警察署　1042－375－0110
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
9
月
下
旬
〜　

月
の
作
業
日
・
地
区　

9
／　
（
火
）・
大
丸
、　

／
6（
火
）・
平
尾
、　

／　
（
火
）・
百
村
、　

／　
（
火
）・
若
葉
台
、　

／　
（
火
）・
長
峰
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

10

29

10

10

13

10

20

10

27

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
〜
月
曜
日
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、
燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
2
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

環境 環境 

農園利用者募集農園利用者募集

　
　

月
１
日（
木
）か
ら
指
定
ご
み

１０
収
集
袋
を
配
布
し
ま
す
。
対
象
者

は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

左
表
参
照

▽
申
請
・
配
布
場
所　

環
境
課
、

平
尾
・
若
葉
台
出
張
所

※
出
張
所
で
申
請
す
る
場
合
は
、

後
日
お
渡
し
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

対
象
者
に
１
回
の
申
請
に
つ
き
、

１
人
３
セ
ッ
ト
（　

枚
）
ま
で
配

３０

布
し
て
い
ま
す
。

■対
 

乳
幼
児
（
母
子
手
帳
を
お
持
ち

の
方
の
出
産
前
の
受
け
取
り
を
含

む
）
、
高
齢
・
障
害
な
ど
で
お
む

つ
が
必
要
な
方

■申
 

窓
口
、
電
話

▽
申
請
・
配
布
場
所　

市
役
所
１

階
総
合
案
内
、
環
境
課
、
平
尾
・

若
葉
台
出
張
所
、
子
ど
も
家
庭
支

援
セ
ン
タ
ー
、
保
健
セ
ン
タ
ー

※
休
日
開
庁
日
は
市
民
課
で
配
布

※
第
二
・
第
四
文
化
セ
ン
タ
ー
、

第
三
保
育
園
で
受
け
取
る
場
合
は

事
前
に
環
境
課
に
電
話
で
申
請

※
社
会
福
祉
協
議
会
の
紙
お
む
つ

支
給
事
業
を
受
け
て
い
る
方
は
、

お
む
つ
と
一
緒
に
配
布

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

自
主
的
に
資
源
物
を
集
め
、
回

収
業
者
へ
引
き
渡
す
活
動
団
体
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

集
団
回
収
に
は
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
ら
れ
る
こ

と
や
、
回
収
量
に
応
じ
た
補
助
金

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
等
、
実
施
団

体
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
補

助
額
･
対
象
品
目
に
つ
い
て
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■対
 

自
治
会
・
管
理
組
合
・
子
供
会

な
ど
市
内
で
お
お
む
ね　

世
帯
以

２０

上
の
団
体

※
補
助
金
の
交
付
に
は
、
事
前
の

申
請
が
必
要
で
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　

台
風
・
強
風
な
ど
の
悪
天
候
に

よ
り
、
資
源
回
収
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
設
置
し
た
か
ご
が
飛
散
す
る
恐

れ
が
あ
る
時
は
、
回
収
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
際
は
、
次
の
回
収
日
ま
で

自
宅
で
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、回
収
を
実
施
す
る
場
合
で
も
、

飛
散
な
ど
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、

当
日
の
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
悪
天
候
時
の
回
収
に
変

更
が
あ
る
場
合
は
、
市 　 
・
稲
城

HP

市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
等
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

ご
み
分
別
ツ
ー
ル

稲
城
市
ゴ
ミ
チ
ェ
ッ
カ
ー

　

ご
み
の
分
別
方
法
や
収
集
日
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
簡
単
に
調

べ
ら
れ
る
「
稲
城
市
ゴ
ミ
チ
ェ
ッ

カ
ー
」
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

で
検
索
欄
に
調
べ
た
い
品
目
名
を

入
れ
る
だ
け
で
、
簡
単
に
検
索
で

き
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
を
ご
覧
く

HP

だ
さ
い
。

※
使
用
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環

境
な
ど
に
よ
っ
て
は
、
正
常
に
動

作
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

　農家開設型市民農園・ファミリー農園の利用者を募集します（下表参照）。
■申はがき〔必要事項〇住所〇氏名（フリガナ）〇電話番号（携
帯電話可）〇希望農園名〇生年月日〕
※申込者多数の場合は抽選し、結果は9月末までに通知
※他人名義での応募不可。他人名義による農園利用が発覚し
た場合、利用を停止し、次年度以降も利用できません。
※下表内②は、1世帯で2通以上の応募不可
■限9月23日（水）必着　■先■問経済観光課農政係

募集中の農園
令和2年度利用料（年額）利用期間募集区画農園名

（1）40,000円（48,000円）
（2）40,300円（48,400円）

10月1日～
令和3年7月31日

（1）1区画（60.1㎡）
（2）1区画（60.5㎡）

いなぎふれあい農園
（百村191－1）①

3,060円（6,120円）10月1日～
令和4年2月28日3区画（15㎡）平尾第三農園

（平尾1－13－1・5・6）②

※①＝農家開設型市民農園（更新可、水道設備有り）、②＝ファミリー農園（更新不可、水道設備無し）
※駐車場無し

ごみ指定収集袋の配布（減免世帯）
必要書類・確認事項など燃えないごみ用燃えるごみ用配布対象期間減免対象世帯

生活福祉課で確認

2人までの世帯
＝小袋30枚

3人以上の世帯
＝中袋30枚

2人までの世帯
＝小袋120枚

3人以上の世帯
＝中袋120枚

1年分
（10月～
令和3年9月）

生活保護受給世帯

児童扶養手当証書または特
別児童扶養手当証書

児童扶養手当受給世帯

特別児童扶養手当受給世帯

身体障害者手帳、愛の手帳
または精神障害者保健福祉
手帳

身体障害者手帳1級または
2級の交付を受けている方
がいる非課税世帯

愛の手帳1度または2度の
交付を受けている方がいる
非課税世帯

精神障害者保健福祉手帳
1級の交付を受けている方
がいる非課税世帯

り災証明など

2人までの世帯
＝小袋8枚

3人以上の世帯
＝中袋8枚

2人までの世帯
＝小袋30枚

3人以上の世帯
＝中袋30枚

3カ月分火災や震災などで被害に遭
った方

※期間途中での申請の場合、原則申請を行った日の属する月から起算した月割りの枚数を配布します。
※審査終了後その場で指定収集袋を配布しますので、マイバッグ等を持参してください。

稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市

交
流
協
会
の
設
立

市
長
コ
ラ
ム
No.105

稲城市長

　

来
る
９
月　

日
に
開
催
さ
れ

２７

る
設
立
総
会
に
よ
り
「
稲
城
市

姉
妹
友
好
都
市
交
流
協
会
」
が

発
足
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

稲
城
市
で
は
こ
れ
ま
で
、
平

成
３
年　

月
に
北
海
道
大
空
町

１１

（
当
時
は
女
満
別
町
）
と
姉
妹

都
市
提
携
を
締
結
し
、
平
成　
２７

年
８
月
に
福
島
県
相
馬
市
と
、

同
年　

月
に
長
野
県
野
沢
温
泉

１１

村
と
友
好
都
市
提
携
を
締
結
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
来
年
に

は
、
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

フ
ォ
ス
タ
ー
シ
テ
ィ
市
と
姉
妹

都
市
提
携
を
締
結
す
る
予
定
で

準
備
を
し
て
い
ま
す
。

　

女
満
別
町
と
の
提
携
以
降
の

経
過
と
本
交
流
協
会
の
発
足
に

つ
い
て
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

平
成　

年
度
で
は
「
稲
城
市

２７

友
好
都
市
提
携
検
討
市
民
会
議
」

を
設
置
し
、
相
馬
市
・
野
沢
温

泉
村
に
現
地
訪
問
の
上
で
友
好

都
市
提
携
を
検
討
し
て
い
た
だ

き
、
「
複
数
の
自
治
体
と
提
携

す
る
こ
と
で
助
け
合
う
こ
と
が

で
き
、
稲
城
市
を
幅
広
い
視
点

で
見
直
す
機
会
に
も
な
る
。
今

後
は
海
外
都
市
と
の
提
携
に
つ

　

そ
し
て
、
平
成　

年
度
に
は

３１

設
立
準
備
会
の
委
員
を
中
心
に

「
稲
城
市
姉
妹
友
好
都
市
交
流

協
会
運
営
準
備
会
」を
設
置
し
、

将
来
的
に
交
流
協
会
の
運
営
を

担
っ
て
い
く
市
民
に
よ
り
、
設

立
に
向
け
た
具
体
的
な
準
備
が

進
め
ら
れ
、
設
立
後
の
運
営
体

制
や
運
営
方
法
な
ど
が
決
定
し

た
こ
と
か
ら
、
今
回
の
設
立
総

会
に
漕
ぎ
付
け
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
こ
の
間
、
長
期
に
わ

た
り
多
く
の
市
民
に
ご
参
加
い

た
だ
き
、
広
範
な
課
題
に
対
し

て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
、

人
の
移
動
、
人
と
人
と
の
接
触

が
制
限
さ
れ
る
状
況
で
す
が
、

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
も
、
自

治
体
同
士
の
相
互
支
援
・
相
互

協
力
は
意
義
あ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。

　

市
民
参
加
に
よ
り
検
討
さ
れ

発
足
す
る
本
交
流
協
会
が
、
市

民
主
体
の
運
営
に
よ
り
発
展
を

遂
げ
、
姉
妹
都
市
・
友
好
都
市

と
の
つ
な
が
り
が
一
層
深
ま
り

ま
す
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

い
て
も
検
討
す
る
こ
と
を
要
望

す
る
」
と
の
提
言
を
受
け
ま
し

た
。
こ
の
提
言
に
基
づ
き
相
馬

市
・
野
沢
温
泉
村
と
友
好
都
市

提
携
を
締
結
す
る
と
と
も
に
、

「
稲
城
市
海
外
姉
妹
都
市
提
携

検
討
市
民
会
議
」
を
設
置
し
、

海
外
都
市
と
の
交
流
事
業
に
つ

い
て
意
見
交
換
し
た
と
こ
ろ
、

海
外
姉
妹
都
市
提
携
を
行
う
こ

と
に
つ
い
て
一
致
し
ま
し
た
。

　

平
成　

年
度
で
は
、
「
稲
城

２８

市
海
外
姉
妹
都
市
検
討
市
民
会

議
」
を
設
置
し
、
引
き
続
き
検

討
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
、

「
交
流
に
関
す
る
情
報
提
供
や

交
流
機
会
の
付
与
と
い
っ
た
役

割
を
果
た
し
、
市
民
交
流
を
積

極
的
に
展
開
し
て
い
く
た
め
に

も
海
外
及
び
国
内
の
姉
妹
都
市・

友
好
都
市
交
流
を
担
う
、
市
民

が
主
体
と
な
っ
た
団
体
の
立
ち

上
げ
が
必
要
で
あ
る
」
と
の
提

言
を
受
け
ま
し
た
。

　

こ
の
提
言
に
基
づ
き
、
平
成

　

〜　

年
度
で
は
「
稲
城
市
姉

２９

３０

妹
都
市
・
友
好
都
市
交
流
協
会

設
立
準
備
会
」
を
設
置
し
、
組

織
体
制
や
事
業
内
容
に
つ
い
て

検
討
い
た
だ
き
、
「
交
流
協
会

の
具
体
的
な
事
業
実
施
・
運
営

は
、
国
内
交
流
委
員
会
・
海
外

交
流
委
員
会
・
地
域
交
流
委
員

会
の
３
委
員
会
が
相
互
に
連
携

し
な
が
ら
進
め
る
も
の
」
と
の

提
言
を
受
け
ま
し
た
。

▲資源回収ステーション

▲

農
園
の
様
子

仲
間
と
始
め
よ
う

資
源
物
集
団
回
収

配
布
し
て
い
ま
す

お
む
つ
専
用
袋

配
布
し
ま
す

減
免
世
帯
向
け
の

ご
み
指
定
収
集
袋

悪
天
候
時
は
資
源
物
回
収

を
中
止
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

▲相馬市（野馬追）

▲大空町（女満別空港）

▲野沢温泉村（道祖神祭）
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

高齢者の見守り高齢者の見守り
徘徊高齢者家族支援サービス
　ＧＰＳ携帯端末機器を貸与します。
行方不明になった時には、24時間体
制の受信センターによる位置情報の提
供・緊急対処員による現場急行などの
サービスが受けられます。
■対おおむね65歳以上で徘徊行動のあ
る方
■費加入料金など＝3,500円（税別）、
月額基本料金＝250円（税別）
※緊急対処員が現場へ急行する場合は、別途1万円（税別）
※低額所得者世帯などに対する一部減免有り
高齢者緊急通報システム
　ボタン一つで通報できる緊急通報装置と、人の動き・煙を感知
し、異常の際に自動通報する機器を設置します。
　24時間体制の受信センターが異常を感知すると、電話で利用
者の状況を確認します。必要に応じて119番・110番通報を行い、
緊急対処員が出動します。
■対次の全てに該当する方
○おおむね65歳以上
○一人暮らしまたは高齢者のみの世帯（日中独居も含む）
○心臓疾患など慢性疾患があり、救急搬送歴がある等の常時注意
を要する状態にある
■費所得に応じて負担
◆共通事項
■申窓口、電話　■先■問高齢福祉課高齢福祉係

民民生生・・児児童童委委員員はは地地域域のの身身近近なな相相談談相相手手でですす
ひひととりりでで悩悩ままずずににおお声声かかけけくくだだささいい

民生・児童委員ってどんな人？
　民生・児童委員は厚生労働大臣から委嘱された非常勤の地方公務員で、社
会福祉の増進のために、地域の身近な相談者として住民の相談・援助を行っ
ているボランティアです。また、民生委員は児童委員も兼ねています。
主任児童委員ってどんな人？
　子どもや子育てに関する支援を専門に担当する児童委員で、関係機関と連
携して問題の解決に努めています。
お気軽にご相談ください
　こんな時には、お気軽に声をかけてください。
○障害や高齢の一人暮らしで生活に不安がある
○福祉サービスの制度や窓口が分からない
○病気やケガで生活に困っている
○育児や子どものしつけで悩んでいる
○虐待らしい様子を目撃した

地
区
体
力
測
定
会
・

介
護
予
防
の
ミ
ニ
講
座

　

外
出
の
自
粛
に
よ
り
、
体
力
が

低
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
。
体
力
を

測
定
し
、
体
を
知
る
き
っ
か
け
に

し
ま
し
ょ
う
。
介
護
予
防
の
ミ
ニ

講
座
（
口
の
健
康
講
座
）
も
行
い

ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
以

６０

上
の
方

■日
 
　

月
８
日（
木
）

１０
■時
 

午
後
１
時　

分
〜
２
時　

分
、

３０

１０

午
後
２
時　

分
〜
３
時

２０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
程
度

２０
■講
 

理
学
療
法
士

■持
 

動
き
易
い
服
装
、
上
履
き
、
飲

み
物
、
マ
ス
ク
等

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
水
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

▲GPS携帯端末機器

主任児童委員 （任期は令和4年11月30日まで）
第1地区（矢野口・東長沼・大丸・押立地区）

担当学校区域氏名
稲城第一小、稲城第七小、南山小、稲城第三中 佐  藤 　 久  美  子 

さ とう く み こ

稲城第三小、稲城第六小、稲城第一中 山  崎 　 和  美 
やま ざき かず み

稲城第四小、稲城第四中 渡  辺 　 久  子 
わな なべ ひさ こ

厚生労働大臣特別表彰を受賞しました
　令和元年11月30日付けで退任された民生・児童委員で、長年に
わたる社会福祉の増進への貢献が認められた方へ厚生労働大臣特別
表彰が行われまし
た。市では5人の
退任民生・児童委
員が受賞し、7月
29日に表彰状等
授与式が行われま
した。当日は3人
が出席し、市長か
ら表彰状・記念品
が授与されまし
た。

稲城市民生・児童委員及び主任児童委員名簿　※各委員の連絡先・担当区域の詳細は、生活福祉課にお問い合わせください。

民生・児童委員 （任期は令和4年11月30日まで）
第1地区（矢野口・東長沼・大丸・押立地区）

担当区域氏名担当区域氏名

東長沼
 渡  邉 　 雅  子 
わた なべ まさ こ

矢野口

 長  石 　 幸  子 
なが いし さち こ

 上  野 　えり 子 
うえ の こ

 角  田 　 賢  司 
かく た けん じ

 加  藤 　 眞  知  子 
か とう ま ち こ

 山  本 　 美  由  紀 
やま もと み ゆ き

大丸

 見  城 　 宗  忠 
けん じょう そう ちゅう

 原  田 　 正  行 
はら だ まさ ゆき

 中  河  西 　 忠  裕 
な こう さい ただ ゆき

 原  島 　 博  史 
はら しま ひろ し

 鈴  木 　 奈  津  子 
すず き な つ こ

 城  所 　 和  子 
き どころ かず こ

 常  田 　エツ 子 
とき だ こ

 前  田 　ひろ 子 
まえ だ こ

 苅  部 　すみれ
かり べ

 小  山 　 美  佐  子 
こ やま み さ こ

 鷹  野 　 洋  子 
たか の よう こ

 原  田 　 弘  江 
はら だ ひろ え

 宮  森 　 京  子 
みや もり きょう こ

東長沼

 石  田 　 芳  子 
いし だ よし こ

 村  川 　 正  子 
むら かわ まさ こ

 篠  崎 　 伊  佐  男 
しの ざき い さ お

押立
 斉 田
さい だ

   　 益  代 
ます よ

 宮  崎 　 信  子 
みや ざき のぶ こ

 関 　 和  彦 
せき かず ひこ

 渋  谷 　 眞  澄 
しぶ や ま すみ

 庚  塚 　 克  子 
こう づか かつ こ

 山  本 　 和  子 
やま もと かず こ

第2地区（百村・坂浜・平尾・向陽台・長峰・若葉台地区）
担当学校区域氏名

稲城第二小、平尾小、稲城第二中 早  川 　 早  苗 
はや かわ さ なえ

向陽台小、城山小、長峰小、稲城第五中 新  井 　ひとみ
あら い

若葉台小、稲城第六中 小  林 　モトエ
こ ばやし

▲左から中村達也氏、最勝寺常生氏、�橋市長、
鈴木惠子氏

■問生活福祉課地域福祉係

声
に
よ
る
訪
問

ふ
れ
あ
い
電
話

　

定
期
的
に
電
話
を
か
け
、
声
に

よ
る
訪
問
を
行
い
ま
す
。
話
し
相

手
に
な
っ
た
り
、
安
否
確
認
を
す

る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

■対
 

お
お
む
ね　

歳
以
上
の
一
人
暮

６５

ら
し
（
日
中
一
人
で
過
ご
し
て
い

る
高
齢
者
）
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
い
な
い
方

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

貸
し
出
し
ま
す

福
祉
電
話

　

電
話
を
持
っ
て
い
な
い
高
齢
者

の
孤
独
感
の
解
消
や
、
安
否
確
認

の
手
段
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

市
が
基
本
料
金
、設
備
工
事
費
、

月　

円
ま
で
の
通
話
料
を
負
担
し

３００

　

認
知
症
の
方
の
世
界
に
触
れ
る

体
験
を
し
ま
す
。
認
知
症
を
理
解

し
、
日
々
の
介
護
や
接
し
方
を
振

り
返
り
ま
し
ょ
う
。

■対
 

市
内
在
住
で
お
お
む
ね　

歳
以

６５

上
の
方
、
そ
の
家
族
な
ど

■日
 

９
月　

日（
金
）

２５

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

１５

■場
 

総
合
体
育
館
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル

ー
ム
１

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１０
■講
 

別
府　

里
央
氏
（
認
知
症
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
水
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
こ

う
よ
う
だ
い　

1　

・
０
０
４
０

３７０

ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
で
、
次
の
全
て
に
該

当
す
る
方

〇　

歳
以
上
の
ひ
と
り
世
帯
ま
た

６５
は
、
世
帯
員
全
員
が　

歳
以
上
で

６５

あ
る
世
帯

〇
市
内
に
２
親
等
以
内
の
親
族
が

居
住
し
て
い
な
い

〇
生
計
中
心
者
の
所
得
税
が
年
額

４
万
２
千
円
以
下
の
世
帯

〇
携
帯
電
話
な
ど
を
所
有
し
て
い

な
い

■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

家
族
介
護
者
教
室

第2地区（百村・坂浜・平尾・向陽台・長峰・若葉台地区）
担当区域氏名担当区域氏名

平尾 向  山 　 千  代 
むこう やま ち よ

百村
 福  島 　 三  政 
ふく しま みつ まさ

 関  口 　 重  子 
せき ぐち しげ こ

 松  浦 　 貴  代  子 
まつ うら き よ こ

向陽台

 狩  野 　 和  枝 
か の かず え

 佐  野 　 幸  代 
さ の さち よ

 能  村 　 三  和  子 
のう むら み わ こ

坂浜
 中  村 　 禮  子 
なか むら れい こ

�  　  宮 　 憲  子 
だか みや のり こ

 石  川 　 隆  雄 
いし かわ たか お

 金  田 　 節  子 
かね だ せつ こ

 若  山 　 純  子 
わか やま じゅん こ

 松  岡 　 良  子 
まつ おか よし こ

平尾

 秋  山 　 和  美 
あき やま かず み

 梅  澤 　 文  之 
うめ ざわ ふみ ゆき

 馬  場 　 房  義 
ば ば ふさ よし

長峰
 細  田 　 加  那  江 
ほそ だ か な え

 平  野 　 千  代  子 
ひら の ち よ こ

 長  津 　 衞 
なが つ まもる

 白  井 　 章  夫 
しら い あき お

 松  村 　 純  子 
まつ むら じゅん こ

 武  田 　 洋  子 
たけ だ よう こ

若葉台

 木  戸 　 宏  子 
き ど ひろ こ

 長  森 　 由  美  子 
なが もり ゆ み こ

 當  野 　 彰 
とう の あきら

 木  村 　 信  幸 
き むら のぶ ゆき

 武  田 　よし 子 
たけ だ こ

 近  藤 　 宗  人 
こん どう むね と

 漆  間 　 久  修 
うる ま ひさ のぶ
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今
年
度
の
「
第　

回
城
山
児
童

２８

館
ま
つ
り
」
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止

し
ま
す
。

■問
 

児
童
青
少
年
課
城
山
児
童
館

資
産
税
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。　

住
宅
の
改
修
工
事
の
減
額

　

次
の
住
宅
改
修
を
行
っ
た
場
合
、

家
屋
の
固
定
資
産
税
が
減
額
さ
れ

ま
す
。
改
修
工
事
完
了
後
、
３
カ

月
以
内
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
の
住
宅
改
修

①
耐
震
改
修
（
昭
和　

年
１
月
１

５７

日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
）　

②
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
（
新
築
か

ら　

年
以
上
経
過
し
た
住
宅
）　

１０
③
省
エ
ネ
改
修
（
平
成　

年
１
月

２０

１
日
以
前
に
建
築
し
た
住
宅
）　

※
②
③
の
み
重
複
し
て
適
用
可

※
改
修
内
容
に
よ
っ
て
、
減
額
の

対
象
面
積
・
期
間
・
申
請
に
必
要

な
書
類
が
異
な
り
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

■問
 

課
税
課
家
屋
係

子育て 
教育 
子育て 
教育 

令
和
３
年
度
使
用

中
学
校
教
科
書
の

採
択
結
果

　

教
育
委
員
会
で
は
、
令
和
３
年

度
に
使
用
す
る
中
学
校
の
教
科
書

を
、
８
月
７
日
に
左
表
の
と
お
り

令和3年度使用稲城市立中学校教科用図書（令和2年8月採択）
発行者書名種目教科

教育出版（株）
伝え合う言葉　中学国語国語

国語
中学書写書写

（株）帝国書院社会科　中学生の地理　世界の姿と日本の国土地理的分野

社会
日本文教出版（株）中学社会　歴史的分野歴史的分野

（株）帝国書院
社会科　中学生の公民　よりよい社会を目指して公民的分野
中学校社会科地図地図

東京書籍（株）新しい数学数学
学校図書（株）中学校科学理科

（株）教育芸術社
中学生の音楽一般

音楽
中学生の器楽器楽合奏

日本文教出版（株）
美術1　美術との出会い
美術2・3上　学びの実感と広がり
美術2・3下　学びの探求と未来

美術

（株）学研教育みらい中学保健体育保健体育

東京書籍（株）
新しい技術・家庭 技術分野　未来を創る Technology技術分野

技術・家庭
新しい技術・家庭 家庭分野　自立と共生を目指して家庭分野

（株）三省堂NEW CROWN English Series英語
光村図書出版（株）中学道徳　きみが　いちばん　ひかるとき道徳

納期限　9月30日（水）

国民健康保険税
（第3期）

安心！納税！口座振替 ! !
■問 収納課

　

令
和
３
年
度
か
ら
５
年
間
の「
第

二
次
稲
城
市
観
光
基
本
計
画
」
の

策
定
に
伴
い
、
市
の
観
光
ま
ち
づ

く
り
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方

■申
 

市 　 
内
メ
ー
ル
フ
ォ
ー
ム

HP

■限
 
　

月　

日（
木
）

１０

１５

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
観
光
係

　よみうりランド遊園地に隣接する日本庭園にオープンした新感覚のエンターテインメント型フラワ
ーパーク「HANA・BIYORI」では、期間中、65歳以上の方限定で入園料が半額になります。
　300鉢を超えるフラワーシャンデリアが咲き誇る温室
や、花とデジタルが融合したアートショー、様々な重要
文化財など見どころ満載です。詳細は「HANA・BIYORI」
�をご覧ください。

▽キャンペーン期間　9月19日（土）～22日（火・祝）
■時午前9時30分～午後5時
■場よみうりランド遊園地隣「HANA・BIYORI」
■費大人（中学生以上）1,200円　小人（3歳～小学生）600円
※キャンペーン期間中、65歳以上の方は600円
■問HANA・BIYORI　1044－966－8717

敬敬老老のの日日キキャャンンペペーーンン
新新感感覚覚フフララワワーーパパーークク「「HHAANNAA・・BBIIYYOORRII」」

6655歳歳以以上上のの方方はは入入園園料料がが半半額額！！

障害 
福祉 
障害 
福祉 

　

新
規
・
更
新
な
ど
の
申
請
時
に
、

紙
形
式
と
カ
ー
ド
形
式
を
選
択
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

身
体
障
害
者
手
帳
・
東
京
都
愛
の

手
帳
は
、
任
意
の
時
期
に
切
り
替

カ
ー
ド
形
式
が

導
入
さ
れ
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
・
東
京

都
愛
の
手
帳
・
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳

採
択
し
ま
し
た
。
採
択
し
た
教
科

書
は
教
育
セ
ン
タ
ー
・
中
央
図
書

館
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

■問
 

指
導
課
指
導
係

家
屋
調
査
の
お
願
い

（
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
）

　

令
和
２
年
中
に
新
築
・
増
改
築

し
た
家
屋
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
た
め
、
調
査
は
文
書
で

ご
連
絡
し
、
図
面
な
ど
の
資
料
を

ご
提
供
い
た
だ
く
こ
と
で
、
各
部

屋
の
間
取
り
・
使
用
材
料
・
施
工

程
度
な
ど
を
調
べ
ま
す
。
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

課
税
課
家
屋
係 税金 税金 

固
定
資
産
税
額
の
軽
減

（
減
額
）

新
築
住
宅
（
長
期
優
良
住
宅
を
含

む
）
の
軽
減　

　

一
定
の
要
件
を
満
た
す
新
築
住

宅
は
、
新
築
後
一
定
期
間
、
固
定

え
の
申
請
が
で
き
ま
す
（
要
写
真

添
付
）
。

※
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

切
り
替
え
は
、
更
新
時
の
み
可

▽
導
入
時
期　

原
則　

月
１
日
申

１０

請
分
か
ら

■申
 

窓
口
ま
た
は
郵
送
（
必
要
書
類

を
添
付
）

■先
 

■問
 

障
害
福
祉
課
障
害
福
祉
係

長長期期総総合合計計画画
22003300年年わわたたししのの暮暮ららすすいいななぎぎ
絵絵画画をを募募集集ししてていいまますす

国
民
健
康
保
険

市
外
で
の
人
間
ド
ッ
ク

受
診
も
助
成
し
ま
す

保険 
年金 
保険 
年金 

　

今
年
度
に
限
り
、
市
外
医
療
機

関
で
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た　
４０

歳
以
上
の
被
保
険
者
の
方
に
、
診

査
料
を
助
成
し
ま
す
。

※
保
険
適
用
の
検
診
を
除
く
。

■対
 

受
診
日
に　

歳
以
上　

歳
未
満

４０

７５

で
、
納
期
限
の
到
来
し
た
国
民
健

康
保
険
税
を
完
納
し
て
い
る
被
保

険
者

▽
助
成
額　

診
査
料
の
２
分
の
１

（
上
限
２
万
円
。
今
年
度
、
特
定

健
康
診
査
を
受
診
し
た
方
・
受
診

予
定
の
方
は
上
限
１
万
円
）

▽
助
成
回
数　

１
回
（
年
度
）

■申
 

受
診
後
に
郵
送
・
窓
口

※
郵
送
の
場
合
、
申
請
書
・
人
間

ド
ッ
ク
の
受
診
が
分
か
る
領
収
書

の
写
し
・
受
診
結
果
の
写
し
・
問

　

市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税
を
い

た
だ
い
た
市
外
在
住
の
方
に
、
謝

礼
品
を
お
渡
し
し
て
い
ま
す
。
謝

礼
品
へ
の
採
用
を
希
望
す
る
市
内

の
事
業
者
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

基
準
・
要
件
な
ど
の
詳
細
は
、
市

診
票
を
郵
送
〔
申
請
書
・
問
診
票

は
市
指
定
の
様
式
（
市 　 
で
も
入

HP

手
可
）
〕

※
窓
口
の
場
合
、
郵
送
の
場
合
の

提
出
物
に
加
え
、
保
険
証
・
印
鑑
・

振
込
先
が
分
か
る
物
を
持
参

※
問
診
票
は
、
今
年
度
、
特
定
健

康
診
査
を
受
診
し
た
方
・
受
診
予

定
の
方
は
提
出
不
要

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係

　新しい長期総合計画冊子に掲載する絵画を募集しています。
■対市内在住・在勤・在学の方

▽作品　Ａ5～Ａ4サイズの平面作品、用紙自由

▽作品テーマ
〇育ち・学びを通じてだれもが輝けるまち
〇だれもが地域で健やかに暮らせるまち
〇水と緑につつまれ活力あふれる賑わいのまち
〇安全でだれもが安心して快適に暮らせるまち
〇みんなでつくる持続可能な市民のまち

▽応募方法　応募票を添付して郵送または持参
※募集要綱は市役所1階情報公開コーナー、平尾・若葉台出張所、各文
化センター、中央図書館、総合体育館、福祉センター、市�で入手可
■限9月30日（水）必着　■先■問企画政策課長期総合計画担当

　

９
月
１
日
現
在
登
録
資
格
の
あ

る
方
に
つ
い
て
、
住
民
基
本
台
帳

に
基
づ
き
、
９
月
１
日
に
定
時
登

録
を
行
い
ま
し
た
。

▽
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数

○
男
性
＝
３
万
７
３
１
４
人

○
女
性
＝
３
万
７
３
０
８
人

○
合
計
＝
７
万
４
６
２
２
人

■問
 

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

保
護
者
が
犯
罪
被
害
に
遭
い
、

経
済
的
に
不
安
定
と
な
っ
た
家
庭

の
子
ど
も
で
、
学
費
な
ど
を
必
要

と
す
る
高
校
・
大
学
・
大
学
院
・

短
大
・
専
修
学
校
（
専
門
課
程
）

に
在
学
ま
た
は
進
学
を
予
定
し
て

い
る
方
に
奨
学
金
を
給
付
し
て
い

ま
す
。
詳
細
は
「
日
本
財
団
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

日
本
財
団
ま
ご
こ
ろ
奨
学
金
係 

1　

・
６
２
２
９
・
５
１
１
１

０３

▲360度花に囲まれるHANA・BIYORI館

中
止
し
ま
す

城
山
児
童
館
ま
つ
り

▲詳細は市�を
ご覧ください

まま
ごご
ここ
ろろ
奨奨
学学
金金

（（
給給
付付
型型
奨奨
学学
金金
））

選選
挙挙
人人
名名
簿簿
のの

登登
録録
者者
数数

９９
月月
のの
定定
時時
登登
録録

実実
施施
しし
まま
すす

稲稲
城城
市市
のの

観観
光光
まま
ちち
づづ
くく
りり

にに
関関
すす
るる

アア
ンン
ケケ
ーー
トト
調調
査査

 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

ふふ
るる
ささ
とと
納納
税税

謝謝
礼礼
品品
のの

提提
供供
事事
業業
者者
をを

募募
集集
しし
まま
すす

▲詳細は市�を
ご覧ください
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

　10月1日を基準日として、統計法に基づいた国勢調査が全国一斉に実施されます。国勢調査は日
本に住んでいる全ての人・世帯を対象として実施する統計調査で、大正9年の第1回調査から、今回
で21回目、実施100年を迎えます。
　国勢調査の調査結果は、国や地方公共団体の各種行政施策の基礎資料として活用される他、大学
や研究機関の学術研究にも利活用されています。
　令和2年国勢調査の調査事項は、世帯・世帯員に関する全16項目です。
　日本のより良い未来を築くための大切な調査となりますので、皆さんのご協力をお願いします。

ご協力ください
国勢調査 ■問 稲城市国勢調査実施本部

　（総務契約課総務係）
　10120－669－885

プライバシーは
守られます!

　国勢調査の従事者には、
統計法に基づいた厳格な守
秘義務が課されます。調査
員が調査票を見ることは一
切ありませんので、安心し
てご回答ください。

新型コロナウイルス
感染防止のためのお願い

　新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため、
今回の国勢調査は可能な限り、回答者と調査員が
接触しないように調査を実施します。対面での説
明が必要な場合は、マスクの着用を徹底し、咳エ
チケットを遵守して調査に当たります。

コールセンターが開設されます
　国勢調査に関する問い合わせを受けるコールセンターを
開設します。追加の調査票が必要な場合は、コールセンタ
ーをご利用ください。
稲城市国勢調査実施本部コールセンター
10120－669－885
■日10月20日（火）まで（毎日）
■時平日＝午前9時～午後7時
　土・日曜日、祝日＝午前9時～午後5時

インターネット回答
　9月14日から順次配布されるインターネット回答用ＩＤを使用し、10月7日（水）までにパ
ソコン・タブレット端末・スマートフォン等から回答サイトにアクセスし、画面の案内に沿
って回答してください。可能な限りインターネット回答を利用してください。
※9月30日（水）までにインターネット回答用ＩＤが届かない場合はお問い合わせください。

　24時間回答を受け付けているので、仕事で帰宅する時間が遅くなったり、日中不在にする
ことが多い世帯でも、空いた時間に回答が可能です。また、インターネット回答中の通信は全
て暗号化され、不正アクセスの防止対策を行っているので、セキュリティが確保され、安心し
て回答できます。更に、入力内容のチェック機能があり、記入漏れの心配もありません。

回答はインターネットが便利で安心です！

　インターネット回答が難しい場
合、調査票（紙）の郵送による回答
も可能です。「調査票の記入のしか
た」を参考に、記入漏れがないよう
に回答してください。
　調査票を提出する際は、一緒に配
布される「郵送提出用封筒」に記入
済みの調査票を入れ、10月7日（水）
までに最寄りの郵便ポストに投函し
てください（切手不要）。
※9月30日（水）までに調査票が届か
ない場合はお問い合わせください。

インターネット回答
回答方法は

2種類

9月14日～ 
9月14日～10月7日（水） 

10月1日（木）～7日（水） 

回

答

完

了

 

調査の流れ

郵送による回答郵送による回答

調査員が調査票と
インターネット回答用

ＩＤを配布

インターネットで
回答する場合

郵送で
回答する場合

調査票と一緒に配布される
インターネット回答用ＩＤ
を使用して回答

調査票を記入のうえ郵送
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 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐
震
改
修
助
成
制
度

市
で
は
、大
地
震
に
対
し
、住
宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て
い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断（
上
限　

万
円
）及
び
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用
の
一
部（
上
限　

万
円
）を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
■先
■問
都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

10

100

健康 
医療 
健康 
医療 

消防署 消防署 
まち 
づくり 
まち 
づくり 

　

脳
血
管
疾
患
の
原
因
と
な
る
高

血
圧
・
脂
質
代
謝
異
常
症
の
予
防

に
役
立
つ
食
生
活
や
運
動
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

■対
 
　

〜　

歳
で
、
医
師
か
ら
運
動

３０

６４

制
限
を
受
け
て
い
な
い
方

■日
 
　

月
７
日（
土
）

１１
■時
 

午
前
９
時　

分
〜
正
午

３０

■場
 

市
立
病
院
３
階
講
義
室

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１５
■内
 

講
話
、
運
動
実
技

■講
 

管
理
栄
養
士
、
健
康
運
動
指
導

　

台
風
の
接
近
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に

よ
り
、
道
路
の
側
溝
や
集
水
ま
す

（
道
路
脇
の
網
目
状
の
フ
タ
）
に

落
葉
や
ご
み
等
が
詰
ま
っ
て
、
道

路
が
冠
水
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
急
な
降
雨
に
備
え
て
、
自
宅

周
辺
の
側
溝
や
集
水
ま
す
の
落
葉

や
ご
み
の
取
り
除
き
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

■問
 

管
理
課
維
持
補
修
係

　

交
通
少
年
団
は
、
交
通
安
全
に

関
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
等
の
活
動
を
通
じ
て
、
地

域
の
交
通
安
全
の
輪
を
広
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■対
 

小
学
１
〜
６
年
生

■申
 

電
話

■先
 

■問
 

多
摩
中
央
警
察
署　

1　

・
０４２

　

・
０
１
１
０

３７５

　

偏
り
の
な
い
食
生
活
・
適
度
な

運
動
・
十
分
な
休
養
を
柱
と
し
た

健
康
づ
く
り
の
普
及
活
動
を
行
う

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員
を
募

集
し
ま
す
。

　

応
募
し
た
方
を
対
象
に
、
活
動

内
容
に
関
す
る
説
明
会
を　

月　
１１

２７

日（
金
）に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

詳
細
は
市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

HP

■対
 

健
康
づ
く
り
に
興
味
が
あ
り
、

推
進
員
と
し
て
活
動
で
き
る
方

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

１０
■内
 

市
が
主
催
す
る
行
事
へ
の
参
加
、

グ
ル
ー
プ
活
動
（
調
理
講
習
会
な

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン

を
利
用
し
、
い
つ
で
も
簡
単
に
ス

ト
レ
ス
度
や
落
ち
込
み
度
を
チ
ェ

ッ
ク
で
き
ま
す
。
市 　 
、
左
記
Ｑ

HP

Ｒ
コ
ー
ド
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き

ま
す
。

※
利
用
料
無
料

（
通
信
料
は
自

己
負
担
）

※
氏
名
・
住
所
な
ど
個
人
情
報
の

入
力
は
不
要

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

ど
の
企
画
・
運
営
）
等

■申
 

窓
口
、
電
話
〔
９
月　

日（
水
）

１６

〜
〕

■限
 
　

月　

日（
金
）

１１

２０

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

士■申
 

窓
口
、
電
話
〔
９
月　

日（
水
）

１６

〜
〕

■限
 
　

月
７
日（
水
）

１０
■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

９月15日～10月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時（受付時間は各医療機関にお問い合わせください）
■問保健センター　1378－3421（土・日曜日、祝日＝稲城消防署　1377－7119）

地区薬局医療機関日程

東長沼ゆずりは薬局
1370－5057

菜の花クリニック
1313－927220日（日）

大丸オーベル薬局大丸店
1379－1499

いしがき医院
1401－373321日（月・祝）

若葉台アイセイ薬局若葉台店
1350－6171

若葉台クリニック
1350－607522日（火・祝）

百村りゅう薬局
1401－5728

稲城わかばクリニック
1370－053027日（日）

10月の申込受付 ������� ■場■先■問保健センター　1378－3421

締切日実施日
（10月）対象事業名

前日までに
予約

28日（水）令和元年9月1日～10月31日に
2,500g未満で生まれたお子さん

低出生体重児の
1歳児健康診査

  7  日（水）
23日（金）平成30年3月・9月生まれ

2歳児・2歳6か月児
歯科健康診査
（先着24人）

9月28日
（月）  5  日（月）第1子の保護者

（令和2年5月生まれ）
離乳食調理講習会
（先着20人）

7日（水）  9  日（金）未就学児と保護者、妊婦母子健康相談
（個別相談）

※母子健康相談の個別相談は9月23日（水）から予約受け付け
※2歳児・2歳6か月児歯科健康診査は9月15日（火）から予約受け付け

　

市
の
２
０
１
９
年
の
救
急
出
場

件
数
は
４
０
５
９
件
で
、
前
年
に

比
べ
て　

件
増
加
し
ま
し
た
。
利

１８６

用
者
の
ご
く
一
部
に
、
適
正
な
救

急
車
の
利
用
と
は
言
え
な
い
も
の

　

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
、
火

災
を
感
知
す
る
住
宅
用
火
災
警
報

器
を
設
置
し
、
日
頃
か
ら
作
動
確

被被災災建建築築物物応応急急危危険険度度判判定定員員
養養成成講講習習会会

　大規模震災が発生した場合に、余震などによる二次災害を防ぐため、被
災した建築物について当面の使用の可否を判定する被災建築物応急危険度
判定員の養成講習会を開催します。詳細は「東京都耐震ポータルサイト」
�をご覧ください。
■対都内在住・在勤で、建築士（建築士法第2条に規定する1級・2級、木造
建築士）の資格を持つ方
■日①10月16日（金）、②11月27日（金）
■時午後1時～4時30分（受付＝正午～）
■場国立オリンピック記念青少年総合センター（渋谷区代々木神園町3－1）
■申郵送、「（一社）東京建築士会」�から電子申請
■限①9月30日（水）、②11月13日（金）
■先■問東京都防災ボランティア（被災建築物応急危険度判定）事務局〔〒
103－0006中央区日本橋富沢町11－1富沢町111ビル5階（一社）東京建
築士会内〕　103－3527－3100

が
含
ま
れ
て
お
り
、
本
当
に
必
要

な
方
の
所
へ
救
急
車
の
到
着
が
遅

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
を
呼
ぶ
べ
き
か
迷
う
よ

う
な
場
合
は
「
救
急
相
談
セ
ン
タ

ー
」・「
こ
ど
も
医
療
電
話
相
談
」

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▽
救
急
相
談
セ
ン
タ
ー

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
プ
ッ
シ
ュ

回
線
「
♯
７
１
１
９
」
、
そ
の
他

の
電
話
1　

・　

・
２
３
２
３

０４２

５２１

▽
こ
ど
も
医
療
電
話
相
談

携
帯
電
話
・
プ
ッ
シ
ュ
回
線
「
＃

８
０
０
０
」
、
そ
の
他
の
電
話
1

　

・
５
２
８
５
・
８
８
９
８

０３■問
 

警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

認
や
機
器
清
掃
な
ど
維
持
管
理
を

し
ま
し
ょ
う
。

作
動
確
認

　

警
報
器
の
点
検
ボ
タ
ン
や
点
検

用
の
紐
で
作
動
確
認
を
し
ま
し
ょ

う
。
音
が
鳴
ら
な
い
・
警
報
音
以

外
の
音
が
鳴
っ
た
場
合
は
、
電
池

や
機
器
本
体
の
交
換
を
し
ま
し
ょ

う
。

機
器
の
清
掃

　

布
な
ど
で
乾
拭
き
し
、
定
期
的

に
清
掃
し
ま
し
ょ
う
。
警
報
器
に

埃
が
入
る
と
誤
作
動
を
起
こ
す
場

合
が
あ
り
ま
す
。

機
器
の
交
換

　
　

年
を
目
安
に
交
換
し
ま
し
ょ

１０
う
。
年
月
が
経
過
し
た
住
宅
用
火

災
警
報
器
は
、
電
子
部
品
の
寿
命

や
電
池
切
れ
等
で
火
災
を
感
知
し

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
機
器
本

体
に
記
載
さ
れ
て
い
る「
製
造
年
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

■問
 

予
防
課
査
察
指
導
係　

1　

・
３７７

７
１
１
９

稲城第三小学校の児童から市立病院へ
「感謝と応援のメッセージ」が贈られました
（8月19日・稲城第三小学校）
　稲城第三小学校6年生が「新型コロナウイルスと闘い、
健康を守ってくれている市立病院の医療従事者へ感謝の
気持ちを伝えよう」と、下級生と共に100通以上のメッ
セージを作成しました。このメッセージは市立病院へ贈
られ、1階講義室前に掲示しています。

災害時における協定を締結しました
（8月1日・市役所）
　大規模災害時に効果的な応急対策を行うため、東京電力
パワーグリッド（株）多摩総支社と「災害時における相互応
援に関する協定」・よみうりランド慶友病院と「災害時に
おける帰宅困難者の受入れ等に関する協定」・（株）東横イ
ン府中南武線南多摩駅前と「災害時における協力体制に関
する協定」を締結しました。

生
活
習
慣
病
予
防
教
室

「
寒
い
時
期
こ
そ
要
注
意
！

血
圧
が
高
め
の
方
へ

〜
そ
の
喉
の
渇
き
、
塩
分
の

摂
り
過
ぎ
か
も
？
〜
」

募
集
し
ま
す

健
康
な
食
事
づ
く
り推

進
員

今年も美味しい梨が
できました
（8月中旬～10月中旬・市内）

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

こ
こ
ろ
の
体
温
計

道
路
清
掃
の
お
願
い

募
集
し
て
い
ま
す

交
通
少
年
団

救
急
車
は
適
正
に

利
用
し
ま
し
ょ
う

適
切
な
設
置
・

維
持
管
理
を
し
ま
し
ょ
う

住
宅
用
火
災
警
報
器

　稲城の梨は糖度が高く、シャキッとし
た触感とみずみずしさが特徴です。9月
半ばを過ぎるころからは新高という品種
が旬を迎え、市内の梨園で販売されます。
生産者が丹精込めて育てた梨をぜひご賞
味ください。
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凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
・
創
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。　

■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

頑
張
れ
！
稲
城
の
事
業
者
支
援
金

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
防
止
に
協
力
し
て
、
施
設

の
休
業
な
ど
を
行
っ
た
市
内
事
業

者
に
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
市
内
中

小
企
業

〇
東
京
都
感
染
拡
大
防
止
協
力
金

の
支
給
決
定
を
受
け
て
い
る

〇
市
内
に
休
業
な
ど
を
実
施
し
た

施
設
を
有
す
る

■限
 

９
月　

日（
水
）消
印
有
効

３０

▽
支
給
額　
　

万
円

１０

頑
張
れ
！
稲
城
の
事
業
継
続
支
援

金
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
前
年
に
比
べ
て

売
り
上
げ
が
減
少
し
た
市
内
事
業

者
に
支
援
金
を
支
給
し
ま
す
。

■対
 

次
の
全
て
に
該
当
す
る
市
内
中
　

よ
い
仕
事
お
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　

事
業
計
画
の
作
成
方
法
な
ど
、

創
業
に
関
す
る
基
本
的
な
知
識
を

学
べ
ま
す
。
創
業
に
向
け
た
１
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
ょ
う
。

■対
 

創
業
を
考
え
て
い
る
方
、
創
業

し
て
間
も
な
い
方

■日
 
　

月　

日
〜　

月　

日
の
土
曜

１０

３１

１１

２８

日
（
全
５
回
）

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
５
時　

分

３０

３０

■場
 

ｉ
プ
ラ
ザ

　

性
別
に
関
わ
ら
ず
、
一
人
ひ
と

り
が
持
っ
て
い
る
能
力
・
適
性
を

活
か
し
、
皆
で
家
事
に
参
加
す
る

こ
と
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。
生

活
様
式
が
変
わ
っ
た
今
、
皆
が
笑

顔
に
な
れ
る
術
を
身
に
着
け
ま
し

ょ
う
。

　

今
年
は
男
女
平
等
推
進
セ
ミ
ナ

ー
と
消
費
者
講
座
を
合
同
で
開
催

し
ま
す
。

■日
 
　

月　

日（
土
）

１０

１０

　

海
外
青
年
協
力
隊
と
し
て
ケ
ニ

ア
に
派
遣
さ
れ
て
い
た
平
川
知
弥

さ
ん
、
か
つ
て
岩
手
大
学
に
留
学

ク
に
登
録
す
る
と
、
全
国
の
事
業

者
と
つ
な
が
り
、
販
路
を
拡
大
で

き
る
だ
け
で
な
く
、
経
営
課
題
の

解
決
に
向
け
た
支
援
を
受
け
ら
れ

ま
す
。

■対
 

市
内
中
小
企
業
者
（
法
人
・
個

人
）

■日
 
　

月
８
日（
木
）

１０
■時
 

午
後
６
時　

分
〜
７
時　

分

３０

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■申
 

窓
口
、
電
話

■先
 

■問
 

城
南
信
用
金
庫
稲
城
支
店　

1　

・
７
０
１
１
（
平
日
午
前
９

３７７
時
〜
午
後
５
時
）

■定
 
　

人
１０

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
選
考

■講
 

多
摩
西
部
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
協

会
所
属
講
師

■費
 

５
千
円
（
全
５
回
分
）

■申
 

電
話
〔
９
月　

日（
水
）〜
〕

２３

■限
 
　

月　

日（
金
）

１０

２３

▽
協
力　

（
一
社
）
多
摩
西
部
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
協
会

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
商
工
係

男男
女女
平平
等等
推推
進進
セセ
ミミ
ナナ
ーー
・・

消消
費費
者者
講講
座座

家家
事事
シシ
ェェ
アア
ででいい

ここ
うう

みみ
んん
なな
でで
ごご
機機
嫌嫌
にに

暮暮
らら
すす
ココ
ツツ

〜〜
ココ
ロロ
ナナ
禍禍
時時
代代
編編
〜〜

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

２１
■講
 

佐
光　

紀
子
氏
（
ナ
チ
ュ
ラ
ル

ラ
イ
フ
研
究
家
、
翻
訳
家
）

■申
 

電
話
、
フ
ァ
ク
ス
、メ
ー
ル〔
必

要
事
項
〇
住
所
〇
電
話
番
号
〇
氏

名
〇
年
代
〕

※
手
話
通
訳
、
託
児
（
１
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東京ヴェルディホームタウンデー
東京ヴェルディ VS 大宮アルディージャ
10月3日（土）午後4時キックオフ

　今回は腎臓の機能が低下した病気である「慢性
腎臓病」についてお話しします。日本では1,300
万人と多くの人が慢性腎臓病であり、国民病とし
て問題となっています。
腎臓病になると
　腎臓は様々な機能がありますが、主には老廃
物・余分な水分・塩分を尿として排泄してくれま
す。慢性腎臓病は進行すると末期腎不全となり、
老廃物や塩水が体内に溜まってしまいます。老廃
物が蓄積すると、初期には気分不快・食欲不振、
更に進むと意識が無くなることもあります。塩水
は体内に必要ですが、排泄できずに過剰になると
肺に水が溜まり、呼吸困難になってしまいます。
また、症状が無くても高血圧症や糖尿病と同じよ
うに脳梗塞・心筋梗塞・感染症になりやすくなり
ます。
腎不全を防ぐには
　まずは自身の腎臓が傷んでいないか知ることが
大事です。血液検査で計測できる筋肉の代謝産物
であるクレアチニン・年齢・性別で推定 糸  球  体 

し きゅう たい

 濾 
ろ

 過  量 が分かります。推定糸球体濾過量は正常で
か りょう

あれば100mlであり、60mlを下回ると腎臓の機
能が低下している、つまり慢性腎臓病であるとい
うことになります。また、蛋白尿は1日0.15g以
上になると異常となり、慢性腎臓病となります。
進んでしまった慢性腎臓病は現時点では進行を遅
らせることはできても、治療効果があるものは無
いため、必ず進行します。自身の腎臓の状態を定
期的な血液検査や尿検査で確認することで、より
早期に腎臓病に対する治療が開始できます。健康
診断や通院しているクリニックで定期的に血液検
査・尿検査を受け、慢性腎臓病に早期に気付き、
治療を受けてください。

稲城市医師会　 瀧 　 康  洋 
たき やす ひろ

慢性腎臓病

ヘルスメーター

募募集集ししまますす
22002211年年度度 広広域域的的市市民民ネネッットトワワーークク

活活動動等等事事業業のの助助成成団団体体
　市町村の枠を越えて行われる多摩地域の市民交流や、まちづくりの
推進につながる事業の経費の一部を助成します。詳細はお問い合わせ
ください。

▽申請期間　10月19日（月）～12月3日（木）

▽助成率　助成対象事業費の50％（助成対象事業費のうち100万円
を超えた分は10％）

▽助成上限　120万円
新規団体向け説明会
■日10月22日（木）　■時午後6時～
■場多摩交流センター第3会議室（府中市寿町1－5－1府中駅北第2庁舎6階）
■申電話　■限10月20日（火）
■先■問（公財）東京市町村自治調査会企画課　1042－382－7781（平
日午前9時～午後5時）
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■申市■内・東京ヴェルディ■内
「申し込みフォーム」〔9月28日（月）正午～〕
※事前にＪリーグチケットの利用登録が必要です（無料）。
※スマートフォンの場合は右下記ＱＲコード
■限10月2日（金）
※当日の申し込みは不可
■先■問東京ヴェルディ（株）
103－3512－1969

■申市�内・東京ヴェルディ�内
「申し込みフォーム」〔9月28日（月）正午～〕
※事前にＪリーグチケットの利用登録が必要です（無料）。
※スマートフォンの場合は右下記ＱＲコード
■限10月2日（金）
※当日の申し込みは不可
■先■問東京ヴェルディ（株）
103－3512－1969

▲無料招待
ＱＲコード

▲一般優待
ＱＲコード

稲城市をホームタウンとする東京ヴェルディの試合を「東京ヴェルデ　稲城市をホームタウンとする東京ヴェルディの試合を「東京ヴェルデ
ィホームタウンデー」として開催します。事前にお申し込みいただいた
方を、特別価格でご招待します。ホームスタジアムで一丸となって応援
しましょう。
※当日の新型コロナウイルス感染症対策について、「東京ヴェルディ」
■を確認のうえ、スタジアムにお越しください。
■対 市内在住・在勤・在学の方
■日 10月3日（土）10月3日（土）　■時 午後4時（開場＝午後2時30分ごろを予定）
■場 味の素スタジアム（京王線飛田給駅から徒歩5分）
※入場時にＱＲコードを入場口にかざしてください。
■費 22歳以下・満65歳以上の方：無料、一般：1,000円

　稲城市をホームタウンとする東京ヴェルディの試合を「東京ヴェルデ
ィホームタウンデー」として開催します。事前にお申し込みいただいた
方を、特別価格でご招待します。ホームスタジアムで一丸となって応援
しましょう。
※当日の新型コロナウイルス感染症対策について、「東京ヴェルディ」
�を確認のうえ、スタジアムにお越しください。
■対市内在住・在勤・在学の方
■日10月3日（土）　■時午後4時（開場＝午後2時30分ごろを予定）
■場味の素スタジアム（京王線飛田給駅から徒歩5分）
※入場時にＱＲコードを入場口にかざしてください。
■費22歳以下・満65歳以上の方：無料、一般：1,000円
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次の休日開庁日は9月26日（土）

▽開庁時間　午前8時30分～正午（受付は午前11時45分
まで）、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、国民健康保険係、市民税係、収納課
（税外債権の取り扱いは行いません）

いなぎ農業ふれあい塾 第5期生を募集いなぎ農業ふれあい塾　第5期生を募集

援農ボランティア制度
高齢化や担い手不足などで営農が困難になった農家の作業の補助を、

ボランティアが無償で行う制度です。農業者との交流や稲城農業への理
解を深めることを目的としています。
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受け入れ農家の松本さん

■費無料（傷害保険料は個人負担）
■申窓口、郵送、ファクス、メール〔必要事項〇氏名（ふりがな）〇生年月日
〇住所〇電話番号〇受講を希望する理由〕
※受講申込書は経済観光課窓口、市■で入手可
※はがきの場合は、受講申込書と同様の項目を記載
■限10月16日（金）必着
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受け入れ農家の松本さん
－援農ボランティアはどのような存在ですか
ボランティアさんに来てもらうことで、仕事を多くこなすこ

とができ助かっています。軽作業を行っていただくだけでも、
効率良く多くの仕事を行うことができます。一人での作業だと、
収穫作業・植付作業など、一つの作業しかできませんが、ボラ
ンティアさんに来ていただくと、植付作業をしてもらっている
うちに、自分自身は収穫作業ができる等、並行して作業を行う
ことができます。
作業としては、植え付けから収穫までの全ての作業をしてい
ただいています（植え付け・種まき・草むしり・芽かき・葉か
き・収穫など）。
－いなぎ農業ふれあい塾についてどう思いますか
1 年間農業の基礎を学び、農業の基礎知識は身に着いている

ので、作業説明がしやすいです。また農業の専門用語について
も知識があるので、簡単な説明でも理解してくれるので助かり
ます。
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援農ボランティア（修了生）に聞きました
－援農ボランティア養成講座に応募したきっかけはなんですか
〇複数の友人が家庭菜園を始めてよく話題になるので、自分もやろうと思いました。
〇実家が兼業農家で、子どものころから手伝いをしながら育ちました。少しでも農家の
方のお役に立てたらと、思いました。
〇我が子が農業高校に入学し、楽しそうに作業をしているのを見て、自分もやってみた
いと思いました。
－どのようなところにやりがい・楽しさを感じますか
〇ある程度信頼を得て任されたり、一緒に作業している人との休憩時の語らい等を楽し
く感じます。
〇援農ボランティアを通じて、仲間ができました。仲間と共に畑の手伝いをするのはと
ても楽しみです。仲間との援農ボランティアや野菜作りが退職後の生きがいになってい
ます。
〇農家の方に野菜の作り方を丁寧に教えて頂き、自分でも野菜作りをしています。分か
らない事はアドバイスを受けながら楽しんでいます。
〇自分が種まきをして収穫するまでの成長過程を見られる事は、楽しみです。うまくい
かなかったり、思ったより良くできたり、子育てと一緒みたい！
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1年かけて、農家さんから農業のいろはを教わります。詳細は市■をご覧
ください。
■対20歳以上で、講座修了後に市内で援農活動ができる方

▽受講期間 令和3年1月～12月〔実習＝第2・4水曜日午前10時～正午、
座学＝第2水曜日午後1時30分～3時30分（10月を除く）〕
※時期によって、実習開始時間が変更となる場合があります。
■定10人程度 ※書類審査・面談を実施し、11月末までに結果を通知
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援農ボランティアを行う前に農業の知識や技術を習得して
もらうために、養成講座を実施します。
　援農ボランティアを行う前に農業の知識や技術を習得して
もらうために、養成講座を実施します。


